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バーコードリーダー付
きの携帯電話で、右の
二次元コードを読み取
るとアクセスできます

配布に関するお問い合わせ
南日本リビング新聞社

市旗

人とみどりが
輝くまち
かごしま

【主な内容】
市政総合 ・
コミュニティ活動や の
活動を応援します
新喜入支所・喜入公民館が
完成
イベント・講座
第 回おはら祭
市立美術館特別企画展 生誕
年橋口五葉展

特集 ・
進めています 自転車を
生かしたまちづくり
暮らしのガイド ・
家庭の粗大ごみの出し方が変
わりました
青少年の翼団員募集
健康・福祉 ・
高齢者などのインフルエンザ
予防接種
健康のための教室・講座
すこやか鹿児島っ子 ・
子ども手当が変わります
子育てサポーター公開講座

平成 年 月 日現在（前月比）

人口総数 人 （ ）
男 人 （ ）
女 人 （ ）

世 帯 数 世帯（ ）

鹿児島の秋を彩る、南九州最大のお祭り
おはら祭 。
総勢 万人を超える踊り手の波が、今年
も市電軌道敷の緑が鮮やかに映える天文館
一帯を埋めつくします。
また今回は 回を記念して、ディズニー

の仲間たちがスペシャルパレードを行いま
す。【 面に関連記事】

ま
つ
り
と
国
際
大
会
で
情
報
発
信
！

今
年
も

月

日
と

日
に

お
は
ら
祭

を
開
催

し
ま
す
。
昭
和

年
に
市
政
施
行

周
年
を
記
念
し
て

始
ま
っ
た
南
九
州
最
大
の
祭
り
も
、

回
の
節
目
を
迎

え
ま
す
。
今
回
こ
れ
を
記
念
し
て
、
鹿
児
島
中
央
駅
前

ア
ミ
ュ
広
場
で
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や

東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
レ
ー
ド

を
実
施
し

ま
す
。総
勢

万
人
を
超
え
る
踊
り
手
に
加
え
、パ
レ
ー

ド
が
一
層
の
彩
り
を
添
え
、
祭
り
を
さ
ら
に
盛
り
上

げ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

翌

日

日
は
、
鹿
児
島

ア
リ
ー
ナ
で

世
界
室
内
自
転

車
競
技
選
手
権
鹿
児
島
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
世
界
各
国

の
選
手
が
、
自
転
車
を
巧
み
に

使
っ
て
競
う

サ
イ
ク
ル
サ
ッ

カ
ー

と
、
舞
を
踊
る
よ
う
に

演
技
す
る

サ
イ
ク
ル
フ
ィ

ギ
ュ
ア

で
華
麗
な
技
を
競
い

ま
す
。
ぜ
ひ
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
技
を
間
近
に
観
戦
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鹿
児
島
の
秋
は
、
例
年
以
上
に
に
ぎ
や
か
に
な
り
そ

う
で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
、
秋
の
一
日
を
こ
れ
ら
の

イ
ベ
ン
ト
に
出
か
け
て
一
緒
に
盛
り
上
げ
、
鹿
児
島
の

元
気
と
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。秋

の
七
草
を
楽
し
む

秋
が
静
か
に
深
ま
り
、
野
辺
に
は
秋
の
七
草
が
そ
れ

ぞ
れ
の
風
情
を
漂
わ
せ
る
季
節
で
す
。
秋
の
七
草
は
、

ハ
ギ
、
ス
ス
キ
、
ク
ズ
、
ナ
デ
シ
コ
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
、

フ
ジ
バ
カ
マ
、
キ
キ
ョ
ウ
を
指
し
ま
す
。
特
に
今
年
は
、

女
子
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
大

活
躍
に
よ
り
、
可
憐
な
ナ
デ
シ
コ
が
ひ
と
き
わ
艶
や
か

に
思
え
ま
す
。
春
の
七
草
は
お
粥
の
食
材
と
し
て
楽
し

ま
れ
ま
す
が
、
秋
の
七
草
は
観
賞
す
る
こ
と
に
主
眼
が

置
か
れ
て
い
ま
す
。
古
来
、
日
本
人
は
秋
の
野
を
散
策

し
な
が
ら
和
歌
や
俳
句
に
詠
ん
で
楽
し
み
、
四
季
の
移

り
変
わ
り
を
全
身
で
感
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
風
流

人
に
愛
さ
れ
た
七
草
は
茶
の
湯
や
生
け
花
を
通
じ
て
一

般
に
普
及
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
近
年
、
そ
の
七
草
も
身
近
に
見
か
け
る
機

会
が
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。
あ
わ
た
だ
し

く
暮
ら
す
中
で
も
、
季
節
の
草
花
な
ど
と
じ
っ
く
り
向

か
い
合
い
観
賞
す
る
時
間
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
今
年
は
秋
の
七
草
を
楽
し
み
な
が
ら
、
自
然
と

共
生
す
る
日
本
人
固
有
の
豊
か
な
感
性
と
自
然
を
大
切

に
す
る
心
を
見
つ
め
直
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鋭鋭いいシシュューートトをを放放つつ鋭いシュートを放つ
ササイイククルルササッッカカーーサイクルサッカー


